







































の岡田義政と伊丹勝長，同年 6 月 25 日付の二
条・大坂番衆通行時の助馬出役令は，老中の稲


























































































































































































































































































































































































































































































表１　中山道垂井宿の助馬村（寛文 5 年 11 月）
領　　　　主 村　高 距　離 村　名 家　数 馬　数
美 濃 笠 松 代 官 支 配
同
同
館 林 藩 領
同
大 垣 藩 領
館 林 藩 領
近 江 信 楽 代 官 支 配
尾 張 藩 領











1 里   7 町
1 里 23 町
　　28 町
1 里 24 町
1 里　　　
1 里 11 町
23 町
同
































合　　　　計 10,878 石 9か村 523 軒 　200 疋
出典　 「在々御地頭并石高道法付帳」『垂井町史』史料編（昭和 43 年 10 月，垂井町）104～105 頁。村高につ
いては石以下，距離については町以下を省略した。
表２　中山道美江寺宿の助馬村（寛文 5 年 11 月）
領　　　　主 村　高 距　離 村　名 家　数 馬　数
大 垣 藩 領
同













尾 張 藩 領






















































































合　　　　計 　12,426 石 17か村 676 軒 224 疋


























































































































































































































と地域経済』（平成 9 年 11 月，清文堂出版）。
（２）  『大日本近世史料　柳営補任二』（平成 9 年 9 月
覆刻，東京大学出版会）16 頁。





号（平成 23 年 2 月，地方史研究協議会）15 頁
に指摘がある。
（５）  深井雅海「江戸幕府初期の側衆について」『徳川
林政史研究所研究紀要』昭和 57 年度（昭和 58
年 3 月，財団法人徳川黎明会）。
（６）  「宿方助成金受領請書」『神奈川県史』資料編 9
近世（6）（昭和 49 年 3 月，神奈川県）5 頁。
（７）  北島正元『江戸幕府の権力構造』（昭和 39 年 9
月，岩波書店）323 頁。
（８）  「浜松宿御役町由来記」『浜松市史』史料編 1（昭
和 32 年 12 月，浜松市役所）307 頁。
（９）  『改訂　日本経済叢書第 1 巻　民間省要』（大正
12 年 5 月改訂第 1 版，大鐙閣）534 頁。
（10）  『新訂　寛政重修諸家譜』第22（昭和63年正月，
続群書類従完成会）260・338 頁。
（11）  「厳有院殿御実紀」巻 31『新訂増補国史大系第




7（新編岡崎市史編さん委員会，昭和 58 年 3 月）
55 頁。
（14）  『新訂　寛政重修諸家譜』第16（昭和60年3月，
続群書類従完成会）259 頁，同第 14（昭和 59
年 3 月，続群書類従完成会）277 頁。
（15）  「池鯉鮒宿本陣御宿帳」『新編　知立市史』5（平
成 23 年 3 月，知立市）11 頁。




（昭和 15 年，一信社出版部）13～14 頁。
（17）  前掲註（11）「厳有院殿御実紀」巻 31，556 頁。
高札は『御当家令条』249 号。
（18）  「大垣宿問屋留書」『岐阜県史』史料編近世 7（昭
和 46 年 3 月，岐阜県），21 頁。『御触書寛保集






和 54 年 4 月，中津川市）1090 頁。
（21）  「御条目之写」『新修　彦根市史』第 7 巻史料編
近世 2（平成16年3月，彦根市）585～586 頁。
（22）  「宿方明細記」前掲註（21）『新修　彦根市史』
第 7 巻史料編近世 2，586～587 頁。
（23）  「江州犬上郡高宮宿町」前掲註（21）『新修　彦


















（29）  『長野県史』近世史料編第 3 巻南信地方（昭和
50 年 2 月，長野県史刊行会）858～859 頁。
（30）  「信州諏方郡下諏方町」前掲註（29）『長野県史』
近世史料編第 3 巻南信地方 859～861 頁。
（31）  「甲府宰相様御領分信州小県群長窪町覚書」『長
野県史』近世史料編第 1 巻（2）東信地方（昭
和 47 年 3 月，長野県史刊行会）851～852 頁。
（32）  以下，大垣宿に関しては「大垣宿問屋留書」前
掲註（18）『岐阜県史』史料編近世 7，9・18・
21～26 頁。
（33）  「古来入用書付留帳」前掲註（20）『中津川市史』
中巻別編 1089 頁。

